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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェムトセルを含む無線通信システムの基地局（ＢＳ）で少なくとも一つのＣＳＧ（Ｃ
ｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を伝送
する方法であって、
　前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報及び前記少なくとも
一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を、Ｓ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ－ｓｕｐ
ｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）に含めることと、
　前記Ｓ－ＳＦＨを伝送することと
　を含み、前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報と前記少な
くとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報は、異なるＳ－ＳＦＨサブパケットに含
まれる、方法。
【請求項２】
　前記情報を含めることは、
　前記ＢＳのタイプがＣＳＧフェムトセルＢＳである場合にのみ、前記ＢＳが持つ少なく
とも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報及び前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリ
ストに関する情報を、前記Ｓ－ＳＦＨに含めることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｓ－ＳＦＨを伝送することは、
　前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨサ
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ブパケットを、前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を含むＳ－ＳＦ
Ｈサブパケットより先に伝送することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨサ
ブパケットは、前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのうちの一つのＣＳＧ　ＩＤを含み、
　前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストは、前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの
個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨサブパケットに含まれる前記一つのＣＳＧ　ＩＤを含
まない、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　フェムトセルを含む無線通信システムの移動局（ＭＳ）で少なくとも一つのＣＳＧ（Ｃ
ｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を受信
する方法であって、
　基地局（ＢＳ）から、前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情
報及び前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を含むＳ－ＳＦＨ（ｓｅ
ｃｏｎｄａｒｙ－ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）を受信することと、
　前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を用いてネットワーク進入過
程を行うことと
　を含み、前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報と前記少な
くとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報は、異なるＳ－ＳＦＨサブパケットに含
まれる、方法。
【請求項６】
　前記受信することは、
　前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨサ
ブパケットを、前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を含むＳ－ＳＦ
Ｈサブパケットより先に受信することを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＢＳが持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨサ
ブパケットは、前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのうちの一つのＣＳＧ　ＩＤを含み、
　前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストは、前記少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの
個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨサブパケットに含まれる前記一つのＣＳＧ　ＩＤを含
まない、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ネットワーク進入過程を行うことは、
　前記受信した少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのうちのいずれかのＣＳＧ　ＩＤが、前記
ＭＳが接続できるフェムトセルＢＳのＣＳＧ　ＩＤリストに含まれると、前記ＢＳへの前
記ネットワーク進入過程を行うことを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　フェムトセルを含む無線通信システムの基地局（ＢＳ）で隣接ＢＳのＣＳＧ（Ｃｌｏｓ
ｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を伝送する方
法であって、
　前記ＢＳの領域内にある移動局（ＭＳ）に、隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを放送メッセージ
を通じて伝送することと、
　前記ＢＳの領域内にあるＭＳのうち、前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを受信できなかった
ＭＳに、前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを、ユニキャストメッセージを通じて伝送すること
と
を含む、方法。
【請求項１０】
　前記放送メッセージの伝送は、最大の伝送周期を有するＳ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎｄａｒ
ｙ－ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）サブパケットの伝送周期に基づいて決定され
た伝送周期で、前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを伝送することを含む、請求項９に記載の方
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法。
【請求項１１】
　前記ユニキャストメッセージは、初期進入過程のＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ）管理メッセージである、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを受信できなかったＭＳのリストを生成することをさらに
含み、
　前記ユニキャストメッセージの伝送は、
　ＭＳからレンジング要請メッセージを受信することと、
　前記ＭＳが、前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを受信できなかったＭＳのリストに含まれて
いると、前記ＭＳに前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを含むレンジング応答メッセージを伝送
することと
　を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　フェムトセルを含む無線通信システムの移動局（ＭＳ）で隣接基地局（ＢＳ）のＣＳＧ
（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を
受信する方法であって、
　ＢＳから、前記ＭＳが接続できる隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを受信することと、
　前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤを、ユーザＣＳＧリストに登録することと
　を含み、前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤは、放送メッセージまたはユニキャストメッセー
ジを通じて受信され、
　前記ユニキャストメッセージは、前記隣接ＢＳのＣＳＧ　ＩＤが前記放送メッセージを
通じて前記ＢＳから受信されない場合に受信される、方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに係り、特に、フェムトセルを含む無線通信システムにお
いてＣＳＧ　ＩＤを伝送する方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、マクロセルが支援できない室内または陰影地域を支援するためのフェムトセル（
Ｆｅｍｔｏｃｅｌｌ）基地局に関する技術が定義されている。フェムトセル基地局とは、
超小型、低電力の屋内基地局のことを意味する。フェムトセルは、フェムトセル基地局に
よりカバーされる領域であって、ピコセル（ｐｉｃｏ　ｃｅｌｌ）と類似の概念のもので
あるが、フェムトセル基地局はピコセル基地局に比べて機能がより進化した基地局である
。フェムトセル基地局は、ブロードバンドルータに連結する小型セルラー基地局で、デー
タを、ＤＳＬ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）リンクなどを介して
移動通信社のバックボーンネットワークに連結する役割を果たす。フェムトセルは、１を
１０００兆で割った数を意味するフェムト（Ｆｅｍｔｏ）と移動通信サービス区域単位を
意味するセル（Ｃｅｌｌ）との合成語である。フェムトセルを利用すると、有線及び無線
を效率的に併用して通信品質を高めることができ、屋内中継器を介さず、基地局から交換
機に移動通信データを直接伝送するから、通信事業者はネットワーク構築費用の節減及び
周波数負荷の低減を図ることができる。
【０００３】
　フェムトセル基地局は、２タイプに分類される。一つのタイプは、ＣＳＧ（ｃｌｏｓｅ
ｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）フェムトセル基地局であり、もう一つのタイプ
は、ＯＳＧ（ｏｐｅｎ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）フェムトセル基地局である
。ＯＳＧフェムトセル基地局は、いずれの端末も接続できる基地局であり、ＣＳＧフェム
トセル基地局は、自身に接近できる端末をグルーピングしてＣＳＧ　ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉ
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ｆｉｃａｔｉｏｎ）を与え、ＣＳＧ　ＩＤの与えられた端末のみが接続できる基地局であ
る。
【０００４】
　ＣＳＧ基地局の運用モードには、オープン接続モード（ｏｐｅｎ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｏ
ｄｅ）、クローズド接続モード（ｃｌｏｓｅｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｏｄｅ）及びハイブリ
ッド接続モード（ｈｙｂｒｉｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｏｄｅ）がある。
【０００５】
　オープン接続モードにあるフェムトセル基地局には、いかなる使用者も接続可能であり
、端末は、フェムトセル基地局から受信したＣＳＧ　ＩＤと端末のユーザＣＳＧリスト（
Ｕｓｅｒ　ＣＳＧ　ｌｉｓｔ）とを比較する過程を省き、フェムトセル基地局への初期進
入（ｉｎｉｔｉａｌ　ｅｎｔｒｙ）過程を行う。ユーザＣＳＧリストは、端末が管理する
、端末の接続可能なフェムトセルのＣＳＧ　ＩＤリストである。
【０００６】
　クローズド接続モードにあるフェムトセル基地局には特定ユーザのみ接続可能であり、
端末は、フェムトセル基地局から受信したＣＳＧ　ＩＤと端末のユーザＣＳＧリストとを
比較し、受信したＣＳＧ　ＩＤが端末のユーザＣＳＧリストに含まれている場合にのみ、
フェムトセル基地局への初期進入過程を行う。
【０００７】
　ハイブリッド接続モードは、オープン接続モード、クローズド接続モードの両方とも運
用可能なモードである。
【０００８】
　第１のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末及び第２のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末の両方が接
続可能なフェムトセルが存在する場合がある。この場合、第１のＣＳＧ　ＩＤを使用する
端末及び第２のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末の両方とも接続可能なフェムトセルに、ＣＳ
Ｇ　ＩＤをどのように割り当てるか、また、ＣＳＧ　ＩＤを端末にどのように知らせるか
に関する問題が生じうる。
【０００９】
　図１は、特定の建物に会社Ａが入居している状態で会社Ｂが新しく入居してくる場合、
会社Ａの職員、会社Ｂの職員の両者が接近しなければならないフェムトセルに、ＣＳＧ　
ＩＤを割り当てる状況を示す図である。
【００１０】
　図１を参照すると、特定の建物に会社Ａのみ入居している時、会社Ａの職員は、フェム
トセルＡとフェムトセルＢに接続でき、フェムトセルＡとフェムトセルＢのＣＳＧ　ＩＤ
はいずれも１である。ところが、特定の建物に会社Ｂが入居してくると、会社Ｂの職員は
、フェムトセルＣ、Ｄ、Ｂに接続できなければならない。すなわち、フェムトセルＢは、
ロビーなどのように、会社Ａの職員及び会社Ｂの職員の両方とも接続できる領域でなけれ
ばならない。
【００１１】
　そこで、フェムトセルＢにＣＳＧ　ＩＤを割り当て、割り当てられたＣＳＧ　ＩＤを端
末に知らせる方法が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上述したように、第１のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末、第２のＣＳＧ　ＩＤを使用する
端末の両方とも接続できるフェムトセルにＣＳＧ　ＩＤを割り当て、割り当てられたＣＳ
Ｇ　ＩＤを端末に知らせる方法が必要である。この場合、第１のＣＳＧ　ＩＤを使用する
端末と第２のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末の両方とも接続できるフェムトセルに、新しい
ＣＳＧ　ＩＤを与える方法と、第１のＣＳＧ　ＩＤ及び第２のＣＳＧ　ＩＤの両方を与え
る方法を考慮することができる。
【００１３】
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　本発明の目的は、複数のＣＳＧ　ＩＤを持つフェムトセル基地局が、複数のＣＳＧ　Ｉ
Ｄを端末に伝送する方法を提供することにある。
【００１４】
　本発明の目的は、第１のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末と第２のＣＳＧ　ＩＤを使用する
端末の両方とも接続できるフェムトセルに、新しいＣＳＧ　ＩＤを与える場合、新しく与
えられたＣＳＧ　ＩＤを端末に知らせる方法を提供することにある。
【００１５】
　本発明で解決しようとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されず、言
及していない別の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術分野における通常の
知識を有する者には明確になるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を達成するために、本発明の一様相に係る、フェムトセルを含む無線通信シス
テムにおいて基地局が少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤを伝送する方法において、該基地局
が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数及び該基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ
　ＩＤのリストに関する情報を、Ｓ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ－ｓｕｐｅｒ　ｆｒａ
ｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）に含め、該Ｓ－ＳＦＨを伝送する。
【００１７】
　上記課題を達成するために、本発明の他の様相に係る、フェムトセルを含む無線通信シ
ステムにおいて端末が少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤを受信する方法において、基地局か
ら、該基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数及び該基地局が持つ少なくとも
一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を含むＳ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ－ｓｕ
ｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）を受信し、該受信した少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤ
のリストに関する情報を用いてネットワーク進入過程を行う。
【００１８】
　上記課題を達成するために、本発明のさらに他の様相に係る、フェムトセルを含む無線
通信システムにおいて基地局が隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを伝送する方法において、前記
基地局の領域内にある端末に隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを放送メッセージを通じて伝送し
、前記基地局の領域内にある端末のうち、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信できなか
った端末に、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを、ユニキャストメッセージを通じて伝送す
る。
【００１９】
　上記課題を達成するために、本発明のさらに他の様相に係る、フェムトセルを含む無線
通信システムにおいて端末が隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信する方法において、基地局
から、前記端末が接続可能な隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信し、前記隣接基地局のＣＳ
Ｇ　ＩＤを、前記端末のユーザＣＳＧリストに登録する。
　本発明は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　フェムトセルを含む無線通信システムの基地局で少なくとも一つのＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅ
ｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を伝送する方法
であって、
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数及び前記基地局が持つ少なくと
も一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を、Ｓ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ－ｓｕ
ｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）に含める段階と、
　前記Ｓ－ＳＦＨを伝送する段階と、
を含むことを特徴とする、ＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目２）
　前記情報を含める段階は、
　前記基地局の基地局タイプがＣＳＧフェムトセル基地局である場合にのみ、前記基地局
が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数及び前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳ
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Ｇ　ＩＤのリストに関する情報を、前記Ｓ－ＳＦＨに含めることを特徴とする、項目１に
記載のＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目３）
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報と前記基地局が持
つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報は、異なるＳ－ＳＦＨサブパケッ
トに含まれることを特徴とする、項目１に記載のＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目４）
　前記Ｓ－ＳＦＨを伝送する段階は、
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨ
サブパケットを、前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報
を含むＳ－ＳＦＨサブパケットより先に伝送することを特徴とする、項目３に記載のＣＳ
Ｇ　ＩＤの伝送方法。
（項目５）
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨ
サブパケットは、前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのうちの一つのＣＳＧ
　ＩＤを含み、
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報は、前記一つの
ＣＳＧ　ＩＤは含まないことを特徴とする、項目３に記載のＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目６）
　フェムトセルを含む無線通信システムの端末で少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤを受信す
る方法であって、
　基地局から、前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数及び前記基地局が
持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を含むＳ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎ
ｄａｒｙ－ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）を受信する段階と、
　前記受信した少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報を用いてネットワー
ク進入過程を行う段階と、
を含む、ＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
（項目７）
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報と前記基地局が持
つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報は、異なるＳ－ＳＦＨサブパケッ
トに含まれることを特徴とする、項目６に記載のＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
（項目８）
　前記Ｓ－ＳＦＨを伝送する段階は、
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨ
サブパケットを、前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報
を含むＳ－ＳＦＨサブパケットより先に受信することを特徴とする、項目７に記載のＣＳ
Ｇ　ＩＤの受信方法。
（項目９）
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤの個数に関する情報を含むＳ－ＳＦＨ
サブパケットは、前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのうちの一つのＣＳＧ
　ＩＤを含み、
　前記基地局が持つ少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのリストに関する情報は、前記一つの
ＣＳＧ　ＩＤは含まないことを特徴とする、項目７に記載のＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
（項目１０）
　ネットワーク進入過程を行う段階は、
　前記受信した少なくとも一つのＣＳＧ　ＩＤのうち、前記端末が接続できるフェムトセ
ル基地局のＣＳＧ　ＩＤリストにあるＣＳＧ　ＩＤが存在すると、前記基地局にネットワ
ーク進入過程を行うことを特徴とする、項目６に記載のＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
（項目１１）
　フェムトセルを含む無線通信システムの基地局で隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを伝送する
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方法であって、
　前記基地局の領域内にある端末に、隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを放送メッセージを通じ
て伝送する段階と、
　前記基地局の領域内にある端末のうち、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信できなか
った端末に、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを、ユニキャストメッセージを通じて伝送す
る段階と、
を含むＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目１２）
　前記放送メッセージを通じて伝送する段階は、最大の伝送周期を有するＳ－ＳＦＨサブ
パケットの伝送周期に基づいて決定された周期に、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを伝送
することを特徴とする、項目１１に記載のＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目１３）
　前記ユニキャストメッセージは、初期進入過程のＭＡＣ管理メッセージ（Ｍｅｄｉｕｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）であること
を特徴とする、項目１１に記載のＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目１４）
　前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信できなかった端末のリストを生成する段階をさら
に含み、
　前記ユニキャストメッセージを通じて伝送する段階は、
　端末からレンジング要請メッセージを受信する段階と、
　前記端末が、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信できなかった端末のリストに含まれ
ていると、前記端末に前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを含むレンジング応答メッセージを
伝送する段階と、
を含む、項目１１に記載のＣＳＧ　ＩＤの伝送方法。
（項目１５）
　フェムトセルを含む無線通信システムの端末で隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信する方
法であって、
　基地局から、前記端末が接続できる隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信する段階と、
　前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを、前記端末のユーザＣＳＧリストに登録する段階と、
を含む、ＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
（項目１６）
　前記受信する段階は、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを放送メッセージを通じて受信す
ることを特徴とする、項目１５に記載のＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
（項目１７）
　前記受信する段階は、前記隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤをユニキャストメッセージを通じ
て受信することを特徴とする、項目１５に記載のＣＳＧ　ＩＤの受信方法。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の実施例によれば、下記のような効果が得られる。
【００２１】
　第一、複数のＣＳＧ　ＩＤを持つフェムトセル基地局が、複数のＣＳＧ　ＩＤを端末に
效率的に伝送することができる。
【００２２】
　第二、隣接基地局に新しいＣＳＧ　ＩＤが与えられた場合、隣接基地局に与えられたＣ
ＳＧ　ＩＤを端末に知らせることによって、端末が隣接基地局にネットワーク進入を行う
ようにすることができる。
【００２３】
　本発明から得られる効果は以上に言及した効果に制限されず、言及していない他の効果
は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者には明確
に理解されるであろう。
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【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】特定の建物に会社Ａが入居している状態で会社Ｂが新しく入居する場合、会社Ａ
の職員も会社Ｂの職員も接近しなければならないフェムトセルに、ＣＳＧ　ＩＤを割り当
てる状況を示す図である。
【図２】本発明の実施例によって端末が初期進入を実施する過程を示すフローチャートで
ある。
【図３】本発明の実施例によって、端末が新しく与えられたＣＳＧ　ＩＤを受信してユー
ザＣＳＧリストに登録する過程を示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施例によって隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する方法を示す
図である。
【図５】本発明の実施例によって基地局がレンジング応答メッセージを通じて端末に隣接
基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する過程を示す図である。
【図６】本発明の実施例によって、上述した本発明の実施例が具現されうる移動端末及び
基地局の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施例を、本発明の属する技術の分野におけ
る通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。ただし、本発明は、
ここで説明される実施例に限定されず、様々な具現形態とすることができる。そして、図
面において、本発明を明確に説明するために、説明と関係ない部分は省略し、明細書全体
を通じて類似の部分には類似の図面符号を付した。
【００２６】
　明細書全体において、ある部分がある構成要素を“含む”ということは、特別な記載が
ない限り、他の構成要素を除外するという意味ではなく、他の構成要素をさらに含むとい
う意味である。また、明細書に記載された“…部”、“…機”、“モジュール”などの用
語は、少なくとも一つの機能や動作を処理する単位を意味し、これらはハードウェア、ソ
フトウェア、またはハードウェアとソフトウェアとの結合で具現することができる。
【００２７】
　まず、本発明の実施例によって基地局が複数のＣＳＧ　ＩＤを端末に伝送する方法につ
いて説明する。
【００２８】
　本発明の一実施例によれば、基地局は、第１のＳ－ＳＦＨ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ－ｓｕ
ｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）サブパケットに‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ
’フィールドを追加し、第２のＳ－ＳＦＨサブパケットに‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フ
ィールドを追加して端末に伝送する。‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド
は、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤの個数を表し、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’
フィールドは、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤのリストを表し、‘ＣＳＧ　ＩＤ
　ｌｉｓｔ’フィールドの長さは、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドの
値によって決定される。
【００２９】
　本発明の一実施例において、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドが０を
表すと、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは存在しない。そして、例えば、基地局
がＣＳＧ　ＩＤ　Ａを持つ場合には、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド
は１を、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドはＡを表し、基地局がＣＳＧ　ＩＤ　Ａ
とＢを持つ場合には、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは２を、‘ＣＳ
Ｇ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドはＡ、Ｂを表す。
【００３０】
　基地局が、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを含む第１のＳ－ＳＦＨ
サブパケットと、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドを含む第２のＳ－ＳＦＨサブパ
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ケットを端末に伝送する。すると、端末は、アドバンスドプリアンブル（ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）から、基地局がフェムトセルであるか否かを判断した後、第１の
Ｓ－ＳＦＨサブパケットの‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドから、フェ
ムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤの個数を把握し、第２のＳ－ＳＦＨサブパケットの‘
ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドから、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤを把
握する。
【００３１】
　本発明の一実施例によれば、基地局のタイプにかかわらず、Ｓ－ＳＦＨは‘Ｎｕｍｂｅ
ｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド及び‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドを含む
。このため、ＣＳＧ　ＩＤを持たないマクロ基地局及びＯＳＧフェムトセル基地局が伝送
するＳ－ＳＦＨにも‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド及び‘ＣＳＧ　Ｉ
Ｄ　ｌｉｓｔ’フィールドが追加され、無線リソースが浪費される。
【００３２】
　本発明の他の実施例において、フェムトセル基地局は、基地局タイプ（ＢＳ　ｔｙｐｅ
）に応じて‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドと‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓ
ｔ’フィールドをＳ－ＳＦＨに追加する。
【００３３】
　スーパーフレームヘッダーは、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドを含み、‘ＢＳ　Ｔｙｐ
ｅ’フィールドは、該当の基地局のタイプを表す。例えば、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィール
ドは、基地局がマクロ基地局であるか、ＯＳＧフェムトセル基地局であるか、或いはＣＳ
Ｇフェムトセル基地局であるかを表すことができる。‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドは、
Ｐ－ＳＦＨ（ｐｒｉｍａｒｙ－ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　ｈｅａｄｅｒ）またはＳ－ＳＦＨ
に含まれることができ、Ｐ－ＳＦＨに含まれると、端末はＳ－ＳＦＨまでデコーディング
する必要なく、Ｐ－ＳＦＨをデコーディングするだけで、基地局タイプがわかるという利
点がある。
【００３４】
　本発明の他の実施例によれば、フェムトセル基地局は、基地局タイプがＣＳＧフェムト
セル基地局である場合にのみ、第１のＳ－ＳＦＨサブパケットに‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　
ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを追加し、第２のＳ－ＳＦＨサブパケットに‘ＣＳＧ　ＩＤ　
ｌｉｓｔ’フィールドを追加する。‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは
、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤの個数を表し、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フ
ィールドは、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤのリストを表し、‘ＣＳＧ　ＩＤ　
ｌｉｓｔ’フィールドの長さは、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドの値
によって決定される。
【００３５】
　本発明の他の実施例において、端末は、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドから、Ｓ－ＳＦ
Ｈに‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドと‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フ
ィールドが存在するか否かがわかる。
【００３６】
　本発明の他の実施例において、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドがマクロ基地局またはＯ
ＳＧフェムトセル基地局を表すと、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド及
び‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは存在せず、フェムトセル基地局がＣＳＧ　Ｉ
Ｄ　Ａを持つ場合は、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドはＣＳＧフェムトセル基地局を表し
、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは１を、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ
’フィールドはＡを表す。そして、フェムトセル基地局がＣＳＧ　ＩＤ　ＡとＢを持つ場
合は、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドはＣＳＧフェムトセル基地局を表し、‘Ｎｕｍｂｅ
ｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは２を、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは
Ａ、Ｂを表す。
【００３７】
　基地局が‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドを含むＳ－ＳＦＨまたはＰ－ＳＦＨ、‘Ｎｕｍ
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ｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを含む第１のＳ－ＳＦＨサブパケット及び‘Ｃ
ＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドを含む第２のＳ－ＳＦＨサブパケットを端末に伝送す
る。すると、端末は、アドバンスドプリアンブル（ａｄｖａｎｃｅｄ　ｐｒｅａｍｂｌｅ
）から、基地局がフェムトセルであるか否かを判断し、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドか
ら、フェムトセル基地局がＣＳＧフェムトセル基地局であるか否かを判断した後、第１の
Ｓ－ＳＦＨサブパケットの‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドから、フェ
ムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤの個数を把握し、第２のＳ－ＳＦＨサブパケットの‘
ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドから、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤを把
握する。
【００３８】
　本発明のさらに他の実施例によれば、フェムトセル基地局は、基地局タイプがＣＳＧフ
ェムトセル基地局である場合にのみ、第１のＳ－ＳＦＨサブパケットに‘Ｎｕｍｂｅｒ　
ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド及び‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを追加し、第２のＳ－
ＳＦＨサブパケットに‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドを追加する。‘ＢＳ　Ｔｙ
ｐｅ’フィールドは、該当の基地局のタイプを表し、Ｐ－ＳＦＨまたはＳ－ＳＦＨに含ま
れることができる。
【００３９】
　‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤのうちの一つ
のＣＳＧ　ＩＤを表し、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは、フェムトセル基地局
が持つＣＳＧ　ＩＤのうち、‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドが表す一つのＣＳＧ　ＩＤを除
く、残りＣＳＧ　ＩＤのリストを表す。例えば、フェムトセル基地局がＣＳＧ　ＩＤ　Ａ
、Ｂ、Ｃを持つ場合、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは３になり、‘
ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドはＡになり、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドはＢ、Ｃ
になることができる。
【００４０】
　そして、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドがマクロ基地局またはＯＳＧフェムトセル基地
局を表すと、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド、‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィ
ールド及び‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは存在せず、フェムトセル基地局がＣ
ＳＧ　ＩＤ　Ａを持つ場合には、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドはＣＳＧフェムトセル基
地局を表し、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは１を、‘ＣＳＧ　ＩＤ
’フィールドはＡを表し、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは存在しない。
【００４１】
　本発明のさらに他の実施例のように、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィール
ドと‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを一つのＳ－ＳＦＨサブパケットに追加すると、フェム
トセル基地局が一つのＣＳＧ　ＩＤを持つ場合、端末は一つのＳ－ＳＦＨサブパケットを
デコーディングするだけで、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤがわかる。
【００４２】
　基地局が、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドを含むＳ－ＳＦＨまたはＰ－ＳＦＨ、‘Ｎｕ
ｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド及び‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを含む第１
のＳ－ＳＦＨサブパケット及び‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドを含む第２のＳ－
ＳＦＨサブパケットを端末に伝送する。すると、端末は、アドバンスドプリアンブル（ａ
ｄｖａｎｃｅｄ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）から、基地局がフェムトセルであるか否かを判断し
、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドから、フェムトセル基地局がＣＳＧフェムトセル基地局
であるか否かを判断した後、第１のＳ－ＳＦＨサブパケットの‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｃ
ＳＧ　ＩＤ’フィールドから、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤの個数を把握し、
‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドから、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤのうちの一つ
のＣＳＧ　ＩＤを把握し、第２のＳ－ＳＦＨサブパケットの‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’
フィールドから、フェムトセル基地局が持つＣＳＧ　ＩＤのうち、‘ＣＳＧ　ＩＤ’フィ
ールドに表したＣＳＧ　ＩＤを除く残りのＣＳＧ　ＩＤを把握する。
【００４３】
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　以上の実施例において、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは、‘ＣＳ
Ｇ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドより先に伝送されたり、同時に伝送されなければならな
い。すなわち、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドを含むＳ－ＳＦＨサブ
パケットが、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドを含むＳ－ＳＦＨサブパケットより
先に伝送されなければならない。
【００４４】
　そして、‘ＢＳ　Ｔｙｔｐｅ’フィールド、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フ
ィールド及び‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドのうちの一部フィールドは、一つの
Ｓ－ＳＦＨサブパケットに含まれて伝送されることもできる。
【００４５】
　‘ＢＳ　Ｔｙｔｐｅ’フィールド、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド
及び‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドが、一つのＳ－ＳＦＨサブパケットに含まれ
て伝送される場合、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドがマクロ基地局またはＯＳＧフェムト
セル基地局を表すと、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールド及び‘ＣＳＧ　
ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドは存在せず、フェムトセル基地局がＣＳＧ　ＩＤ　Ａを持つ
場合には、‘ＢＳ　Ｔｙｐｅ’フィールドはＣＳＧフェムトセル基地局を表し、‘Ｎｕｍ
ｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ　ＩＤ’フィールドは１を、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィール
ドはＡを表し、フェムトセル基地局がＣＳＧ　ＩＤ　Ａ、Ｂを持つ場合には、‘ＢＳ　Ｔ
ｙｐｅ’フィールドはＣＳＧフェムトセル基地局を表し、‘Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＣＳＧ
　ＩＤ’フィールドは２を、‘ＣＳＧ　ＩＤ　ｌｉｓｔ’フィールドはＡ、Ｂを表す。
【００４６】
　次に、以上の実施例によって、ＣＳＧ　ＩＤを受信した端末が、ネットワーク進入を行
う過程について図２を参照して説明する。
【００４７】
　図２は、本発明の実施例によって、端末が初期進入を実施する過程を示すフローチャー
トである。
【００４８】
　図２を参照すると、端末は、上記の実施例で説明した通り、基地局からＳＦＨを通じて
ＣＳＧ　ＩＤを受信する（Ｓ２１０）。
【００４９】
　そして、受信したＣＳＧ　ＩＤのそれぞれを、ユーザＣＳＧリストのＣＳＧ　ＩＤと比
較して、受信したＣＳＧ　ＩＤのうち、ユーザＣＳＧリストのＣＳＧ　ＩＤと一致するＣ
ＳＧ　ＩＤがあるか否か判断する（Ｓ２２０）。ユーザＣＳＧリストは、端末が接続でき
るフェムトセル基地局のＣＳＧ　ＩＤリストである。
【００５０】
　端末は、受信したＣＳＧ　ＩＤのうち、ユーザＣＳＧリストのＣＳＧ　ＩＤと一致する
ＣＳＧ　ＩＤがあれば、該当の基地局にネットワーク進入過程を行い（Ｓ２３０）、受信
したＣＳＧ　ＩＤのうち、ユーザＣＳＧリストのＣＳＧ　ＩＤと一致するＣＳＧ　ＩＤが
ないと、他のセルをスキャンする（Ｓ２４０）。
【００５１】
　次に、第１のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末、第２のＣＳＧ　ＩＤを使用する端末の両方
とも接続できるフェムトセルに、新しいＣＳＧ　ＩＤを与える場合、本発明の実施例によ
って、新しく与えられたＣＳＧ　ＩＤを端末に知らせる方法について、図３乃至図５を参
照して説明する。
【００５２】
　図３は、本発明の実施例によって、端末が、新しく与えられたＣＳＧ　ＩＤを受信して
ユーザＣＳＧリストに登録する過程を示すフローチャートである。
【００５３】
　図３に示すように、端末は、放送メッセージまたはユニキャストメッセージを通じて、
新しく与えられたＣＳＧ　ＩＤを受信し（Ｓ３１０）、受信したＣＳＧ　ＩＤを、ユーザ
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ＣＳＧリストに追加する（Ｓ３２０）。
【００５４】
　すなわち、図１に示すように、特定の建物に会社Ａが入居している状態で会社Ｂが新し
く入居してくる場合、会社Ａの職員と会社Ｂの職員の両方が接近すべきフェムトセルＢに
、新しいＣＳＧ　ＩＤ　３が割り当てられたとすれば、会社Ａの職員の端末と会社Ｂの職
員の端末は、フェムトセルＢに接続するためには、フェムトセルＢに新しいＣＳＧ　ＩＤ
　３が割り当てられたことを知っていなければならない。
【００５５】
　したがって、端末と通信している基地局が、フェムトセルＢに新しいＣＳＧ　ＩＤ　３
が割り当てられたことを、端末に知らせなければならない。この過程について、図４及び
図５を参照して説明する。
【００５６】
　図４は、本発明の実施例によって隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する方法を示
す図である。
【００５７】
　図４に示すように、基地局は、隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを、２ステップを経て
端末に知らせる。まず、隣接基地局に新しいＣＳＧ　ＩＤが与えられた時点に、基地局は
、放送メッセージを通じて不特定の端末に新しいＣＳＧ　ＩＤを知らせ、以降、新しいＣ
ＳＧ　ＩＤを受信できなかった特定の端末に、ユニキャストメッセージを通じてＣＳＧ　
ＩＤを知らせる。
【００５８】
　まず、放送メッセージを通じて端末に新しいＣＳＧ　ＩＤを知らせる過程について説明
すると、基地局は、セル中の全ての端末に、一定期間において、隣接基地局の新しいＣＳ
Ｇ　ＩＤを放送メッセージを通じて知らせる。
【００５９】
　例えば、図１で、フェムトセル基地局Ａ、Ｃ、Ｄは、フェムトセル基地局Ａ、Ｃ、Ｄの
領域内にある端末に、フェムトセル基地局Ｂの新しいＣＳＧ　ＩＤが３であるということ
を、放送メッセージを通じて知らせる。
【００６０】
　この時、基地局は端末にリスタート（ｒｅｓｔａｒｔ）を要請することができ、隣接基
地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを、単独で伝送したり、他の隣接基地局情報と一緒に伝送した
りすることができる。
【００６１】
　基地局が隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する周期は、数学式１のように表すこ
とができる。
【００６２】
　（数１）
　Ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ　＝　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓ－ＳＦＨ　
ｓｕｂｐａｃｋｅｔ　＋　α（０≦α≦２５ｍｓ）
　すなわち、基地局が隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する周期は、Ｓ－ＳＦＨサ
ブパケットの伝送周期を基づいて決定されることができる。この時、オーバーヘッドを低
減するために、基地局が隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する周期は、最大の伝送
周期を有するＳ－ＳＦＨサブパケットの伝送周期に基づいて決定されることができる。
【００６３】
　基地局は、隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを放送する間に、隣接基地局の新しいＣＳ
Ｇ　ＩＤを受信した端末と受信できなかった端末のリストを生成する。
【００６４】
　その後、隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを受信できなかった端末には、ユニキャスト
メッセージを通じて、隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する。ユニキャストメッセ
ージは、初期進入過程のＭＡＣ管理メッセージ（ＭＡＣ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｍｅｓ
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ｓａｇｅ）であれば良く、例えば、レンジング応答（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ
、ＲＮＧ－ＲＳＰ）メッセージであれば良い。
【００６５】
　図５は、本発明の実施例によって、基地局がレンジング応答メッセージを通じて端末に
隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを伝送する過程を示す図である。
【００６６】
　図５に示すように、端末が基地局にレンジング要請（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ
、ＲＮＧ－ＲＥＱ）メッセージを伝送すると、基地局は、端末が隣接基地局の新しいＣＳ
Ｇ　ＩＤを受信できなかった確認する。すなわち、基地局は、端末のＭＡＣアドレスが、
隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを受信した端末のリストに存在するか確認し、端末が隣
接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを受信できなかった場合は、レンジング応答メッセージに
隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを追加して端末に伝送する。すると、端末は、受信した
隣接基地局の新しいＣＳＧ　ＩＤを、ユーザＣＳＧリストに登録する。
【００６７】
　その後、端末が、隣接基地局へ移動して初期進入を行う。すなわち、端末は、隣接基地
局からＳＦＨを受信して隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信し、受信したＣＳＧ　ＩＤが、
端末のユーザＣＳＧリストにあるか確認する。端末が、以前基地局から、放送メッセージ
またはユニキャストメッセージを通じて隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤを受信し、これをユー
ザＣＳＧリストに登録したとすれば、ユーザＣＳＧリストに隣接基地局のＣＳＧ　ＩＤが
あるわけであるから、端末は隣接基地局に初期進入を行う。
【００６８】
　図６は、本発明のさらに他の実施例であって、上述した本発明の実施例が具現されうる
移動端末及び基地局の構成を示す図である。
【００６９】
　移動端末（ＡＭＳ）及び基地局（ＡＢＳ）は、情報、データ、信号及び／またはメッセ
ージなどを送受信できるアンテナ８００，８１０、アンテナを制御してメッセージを伝送
する送信モジュール（Ｔｘ　ｍｏｄｕｌｅ）８４０，８５０、アンテナを制御してメッセ
ージを受信する受信モジュール（Ｒｘ　ｍｏｄｕｌｅ）８６０、８７０、基地局との通信
と関連した情報を記憶するメモリー８８０、８９０、及び送信モジュール、受信モジュー
ル及びメモリーを制御するプロセッサ８２０，８３０をそれぞれ含む。ここで、基地局は
、フェムト基地局またはマクロ基地局であれば良い。
【００７０】
　アンテナ８００，８１０は、送信モジュール８４０，８５０で生成された信号を外部に
伝送したり、外部から無線信号を受信して受信モジュール８６０，８７０に伝達する機能
を果たす。多重アンテナ（ＭＩＭＯ）機能が支援される場合には、２個以上のアンテナが
備えられることができる。
【００７１】
　プロセッサ８２０，８３０は、一般に、移動端末または基地局の全般的な動作を制御す
る。特に、プロセッサは、上述した本発明の実施例を行うための制御機能、サービス特性
及び伝播環境に応じたＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレーム
可変制御機能、ハンドオーバー（ＨａｎｄＯｖｅｒ）機能、認証及び暗号化機能などを行
うことができる。また、プロセッサ８２０，８３０はそれぞれ、種々のメッセージの暗号
化を制御できる暗号化モジュール及び種々のメッセージの送受信を制御するタイマーモジ
ュールをさらに含むことができる。
【００７２】
　送信モジュール８４０，８５０は、プロセッサからスケジューリングされて外部に伝送
される信号及び／またはデータに所定の符号化（ｃｏｄｉｎｇ）及び変調（ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ）を行った後、アンテナ８００，８１０に伝達することができる。
【００７３】
　受信モジュール８６０，８７０は、外部からアンテナ８００，８１０を介して受信した
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無線信号に復号（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）及び復調（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を行って、
原本データの形態に復元し、プロセッサ８２０，８３０に伝達することができる。
【００７４】
　メモリー８８０、８９０は、プロセッサの処理及び制御のためのプログラムを記憶する
こともでき、入／出力されるデータ（移動局の場合、基地局から割り当てられたアップリ
ンクグラント（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、システム情報、ステーション識別子（ＳＴＩＤ）、
フロー識別子（ＦＩＤ）、動作時間（Ａｃｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ）、領域割当情報及びフレ
ームオフセット情報など）の臨時記憶のための機能を果たすことができる。
【００７５】
　また、メモリーは、フラッシュメモリータイプ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ　ｔｙｐｅ
）、ハードディスクタイプ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ　ｔｙｐｅ）、マルチメディアカードマ
イクロタイプ（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｃａｒｄ　ｍｉｃｒｏ　ｔｙｐｅ）、カードタイ
プのメモリー（例えば、ＳＤまたはＸＤメモリー等）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒ
ｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）、磁気メモリー、磁気ディスク、光ディスクのうちの少なくとも一つのタイプの記憶
媒体を含むことができる。
【００７６】
　図６で説明した移動端末及び基地局装置の構成成分及び機能を用いて、上述した本発明
の実施例を行うことができる。以下では、移動局及び基地局装置の機能についてより具体
的に説明する。
【００７７】
　移動端末に設けられたプロセッサ８２０は、移動端末の遊休モード動作を制御すること
ができる。すなわち、プロセッサ８２０は、遊休モード動作を開始するために、ＤＲＥＧ
－ＲＥＱメッセージを生成し、伝送モジュールを介して基地局に伝送することができる。
また、基地局からＤＲＥＧ－ＣＭＤメッセージを受信し、ＤＲＥＧ－ＣＭＤメッセージに
含まれたパラメータをデコーディングして遊休モード動作を行うことができる。
【００７８】
　また、移動端末のプロセッサ８２０は、遊休モードにおいて位置更新条件を満たす場合
に、基地局との位置更新を制御することができる。すなわち、移動端末のプロセッサは、
Ｐタイマーパラメータを含むＲＮＧ－ＲＥＱメッセージを構成して基地局に伝送でき、基
地局からＲＮＧ－ＲＳＰメッセージを受信することができる。この時、プロセッサは、Ｒ
ＮＧ－ＲＳＰメッセージに含まれたＰタイマーパラメータ及び新しいページング情報を用
いて、第１のページングオフセット及び／または第２のページングオフセットで、ページ
ングメッセージをモニタリングすることができる。
【００７９】
　基地局に設けられたプロセッサ８３０は、移動端末の遊休モード動作を支援することが
できる。例えば、移動端末からＤＲＥＧ－ＲＥＱメッセージを受信すると、基地局のプロ
セッサは、Ｐタイマー及びページング情報のうちの一つ以上が含まれるＤＲＥＧ－ＣＭＤ
メッセージを構成して、移動端末に伝送することができる。
【００８０】
　また、基地局は、移動端末の位置更新を支援することができる。例えば、移動端末から
レンジング要請メッセージを受信すると、基地局のプロセッサは、Ｐタイマーパラメータ
及び／または新しいページング情報のうちの一つ以上を含むレンジング応答メッセージを
移動端末に伝送することができる。この時、基地局は、オーバーレイマクロセル基地局ま
たはフェムトセル基地局であれば良い。
【００８１】
　本発明に係る実施例は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒ
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ｍｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。ハー
ドウェアによる具現の場合、本発明の一実施例に係るハンドオーバー方法及び基地局情報
伝送方法は、一つまたはそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇ
ｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏ
ｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ
　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　
ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッ
サなどにより具現することができる。
【００８２】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例に係るハンドオー
バー方法及び基地局情報伝送方法は、以上で説明された機能または動作を行うモジュール
、手順または関数などの形態とすることができる。ソフトウェアコードは、メモリーユニ
ットに記憶され、プロセッサにより駆動されることができる。メモリーユニットは、プロ
セッサの内部または外部に設けられて、公知の様々な手段によりプロセッサとデータを交
換することができる。
【００８３】
　本発明は、本発明の技術的思想及び必須特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体
化可能であるということは、当業者にとっては明らかである。したがって、上記の詳細な
説明は、いずれの面においても制約的に解析されてはならず、例示的なものとして考慮さ
れなければならない。本発明の範囲は、添付した請求項の合理的な解析により決定される
べきであり、よって、本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発明の範囲に含ま
れる。
【００８４】
　特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合して実施例を構成したり、
出願後の補正により新しい請求項として含めることができるということは明らかである。
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